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わが国の中小企業は、各地においてクラスター地域を形成している。中小企業の存在は、動車産業や電機産業、航空機産業、精密機械産業など大企業が牽引している産業界に多くある。なかにはオンリーワン企業として、「大水槽パネル作成」、「痛くない注射バリ」、「絶対とれないネジ」などを世界中に販売している中小企業も多く存在している。
2008年から2011年にかけて，わが国を代表する中小企業クラスター地域の2,400社に対してアンケート調査を行った。
経営戦略におけるコアコンピタンスを要諦に検討した。コアコンピタンスは、経営学において「中核能力」と考えられているが、ハメルとプラハラードは、「他社には提供できないような利益を顧客にもたらすことのできる、企業内部に秘められた独自のスキルや技術の集合体」であると述べている。コアコンピタンスがわが国における中小企業クラスター地域においてどのように捉えられているかを検討した。
